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「ライブラリーで世界を学ぼう！
（インドネシア編）」を開催しました！

NICライブラリー所蔵の図書資料などを利用しなが
ら、外国人講師が母国文化を紹介する交流イベント。こ
れまでベトナム、エクアドル、ネパール、中国を紹介し
てきました。

今回は11月7日、インドネシアをテーマにオンラインと
対面で開催しました。当日は、インドネシア西部に位置する
ジャワ出身のラザンさんと東部の東ヌサトゥンガラ出身の
フラディさん、それぞれの民族衣装で着飾ったお二人が講
師を務め、地域による言語や文化の違い、日本との比較、出
身地のエピソード、同国の社会の現状と将来などについて
紹介しました。共通言語であるインドネシア語のほか、
700以上を数える地域言語、東西に長く広がる国土の地域
ごとの文化的な違いや共通点など、多様性あふれるインド
ネシアの魅力を大いに語っていただきました。
NICライブラリーでは、和書・洋書を合わせて約3万冊

の図書を所蔵しています。今回のイベントの関連図書もご
ざいますので、ぜひお越しください。ご利用をお待ちしてい
ます。

私が担当したWCFのNICステージ企画
「レッツ エスニック エクササイズ！～世
界のダンスでつながろう～」では、「NIC地
球市民教室」の講師3名（インド・ニジェー

ル・ペルーの各国出身）がそれぞれ母国の文化を紹介し
ながら、一緒にダンスを踊りました。動画配信でのステー
ジということで、映像の見せ方を考えたり、講師との打ち
合わせをすべてオンラインで行ったり、コロナ禍ならで
はの苦労も多くありました。しかし、海外に渡航できない

今だからこそ、自宅から世
界を体感でき、運動不足の
解消にもなる楽しいステー
ジを作ることができたと思
います。今回のインターン
シップの活動では、一つの
イベントを作り上げる中でとても多くの学びがあり、自
分自身を成長させることができました。この経験を活か
し、今後も何事にも積極的に取り組んで社会に貢献でき
るような人になりたいです。本当にありがとうございま
した。

NICでは、様々な事業での現場体験を通じて学生の視野を
広げるインターンを受け入れています。昨年6月から約5か月
間にわたって、主に「ワールド・コラボ・フェスタ2021」
（以下WCF＊）のステージ企画に携わった名古屋市立大学人
文社会学部の蟹江梨乃さんに、自身の活動を振り返って感想
を話していただきました。
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名古屋国際センターのライブラリーでは、毎年古くなっ
た図書や雑誌、絵本等の有効利用と国際貢献を目的に、「本
のリサイクルバザー」を開催しています。バザーにお越しい
ただいた市民の皆さまからの寄付金は、“世界寺子屋運動”
名古屋実行委員会を通じて、日本ユネスコ協会連盟による
開発途上国の識字教育環境の整備に充てられるほか、ライ
ブラリー図書の購入に役立てています。
2020年のバザーは新型コロナ感染拡大防止のため、開

催を中止せざるを得ませんでした。バザーを心待ちにして
いただいている多くの方々からのお問い合わせを受け、代
替として、2020年12月からライブラリー施設内に「本の
リサイクルコーナー」を設けたほか、2021年6月から8月
末まで、リサイクルコーナーのスペースを拡大して実施し
ました。この3か月で集まった寄付は53,621円でした。皆
さまからのご厚志に感謝を申し上げます。
2021年12月から再びリサイクルコーナーのスペース

を拡大して実施しています（2022年2月末まで）。様々な
海外の本や雑誌が並んでいます。ぜひ手に取ってご覧くだ
さい。ご来館をお待ちしております。

グローバルユースカフェ

若者たちが主体と
なって、地域や地球
の課題をテーマに、
イベント等の企画運
営を行う「グローバ
ルユースカフェ」プ
ロジェクト。ミーテ
ィングを重ねる中
で、メンバーの間では、国籍や背景に関係なく気軽に集
い、互いの夢や悩みを共有できるような「居場所」を作り
たい！との想いが高まりました。その第一歩として、12
月には、留学生を中心とした外国にルーツを持つ若者た
ちを対象に、交流会を実施しました。メンバーが企画した
ゲームなどを通し、参加者同士はすぐに打ち解け、笑顔あ

ふれる時間となりました。今後も
メンバーを中心に様々なイベント
を企画していきます！
カフェの活動については、「NIC
グローバルユースデー2022」に
てメンバーが発表します。お楽し
みに！

特に目的があるわけではないけど、ぶらっと来てみたら、気になることに出合える場所。
このコーナーでは毎回NICライブラリーを紹介をします。

NICは様々なイベントやプロジェクトを通し、グローバル＆グローカルな活躍を目指す
若者を応援しています。

本のリサイクルコーナー

場 所 国際センター3Fライブラリー内
期 間 2022年2月27日（日）まで

（毎週月曜日及び2月13日（日）は休館）
開館時間 9 : 00～19 : 00
問 合 せ 広報情報課 052-581-0100

「NICグローバルユースデー2022」
新しい一歩を踏み出したい方大歓迎！ 3月5日（土）開催!

この地域を拠点に
「グローバル＆グ
ローカル」に活躍す
る若者の団体や、こ
れから活躍したい若
者、彼らを応援した
い人々がつながっ
て、それぞれに新し
い一歩を踏み出すイベント。トークゲストには「フィリピ
ンで一番有名な日本人」と話題のFumiya氏を招きます。
グローバルに活躍するために必要な「発信力」「つながる
力」とは？ぜひご参加ください。

申込方法などは本誌「NIC PAGE」（10ページ）をご覧ください。
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第1部
活動紹介

この地域で活躍する若者の団体の活動に
ついて知ろう

第2部
トーク

�Fumiya氏
（ソーシャルメディアクリエーター）
�辰野まどか氏
（（一社）グローバル教育推進プロ
ジェクト（GiFT）代表理事）

第3部
交流タイム

参加者同士の交流の中で、活動のアイデ
アやきっかけをみつけよう。

▲ハフィヤンダ ラザンさん ▲フラディ ファリレンコ フランッガラダオズ
アプパカル パエさん

▲今回のイベントの関連図書
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▲12月に行った交流会の参加者たち

�
Ｗ
Ｃ
Ｆ
ス
テ
ー
ジ
の
撮
影
の
様
子

＊ワールド・コラボ・フェスタ（WCF）
この地域で国際交流・国際協力・多文化共生の活動に携

わる諸団体が参加する交流イベント。2021年度は、新型
コロナウイルス感染症拡大防止のため、ウェブで開催され
ました（2021年11月27日～2022年1月10日）。NICは
「ワールドステージ」に出演したほか、「コラボ広場」に「世界
寺子屋運動ブース」を出展しました。

ゲスト

▲企画ミーティングの様子


